
【はじめに】当院肺機能検査室は 2016年 12月に肺活量
（VC）、努力性肺活量（FVC）を受審項目として
ISO15189の認定を取得した。2017年 9月のサーベイラン
ス時には受審項目に機能的残気量（FRC）、肺拡散能
（DLco）が追加となった。今回、ISO15189取得・更新に
向けた当院での精度管理に関する取り組みを報告する。

【使用機器】当検査室では DISCOM-21  FX Ⅲ（気流型）
および CHESTAC-8900（気量型）（チェスト株式会社）の
2台を使用している。DISCOMは VC、FVCのみ、
CHESTACは VC、FVCに加え FRC、DLcoに対応しており、
依頼項目によって機器を使い分けて運用している。

【較正シリンジによる精度管理】VCの精度管理は 2機種
とも較正シリンジの測定を行い、DISCOMのみ週に一回較
正を実施する。FVCは、気流型の DISCOMの場合、高気
流・中気流・低気流で測定し、気量型の CHESTACは高気
流で測定する。FRCにおいては、ルーチン検査と同様の手
順で測定を行う。DLcoは測定後に気量と希釈率の確認を行
う。管理幅については、気量に関しては呼吸器学会ガイド

ラインより期待値±3%に設定した。DLcoの希釈率は
DLco’を 0±0.5 mL/min/mmHgに設定した。
【健常者コントロールによる精度管理】担当技師が事前に

3回以上測定したデータより、各項目ごとに基準値を設け
測定する。

【取り組み】教育面においては、メーカーによる精度管理

方法の研修会を開催し、要員全員が精度管理を実施できる

ように教育した。また、スキルマップや特定業務者リスト

を作成し、要員の力量および遂行能力を確認・評価するこ

とで精度の向上を図った。実務面では、標準作業書を改訂

し、精度管理の内容に合わせたメンテナンス表や室温・湿

度管理表を作成・運用した。

【まとめ】呼吸器診療の根幹である呼吸機能検査における

精度管理業務は、当日の機器の状態を確認し検査の精度を

保証するために必要不可欠な作業である。ISO取得・更新
を通して精度管理を継続し、検査精度を維持していくこと

が重要であると考える。
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